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01 タベイ：<あとは：：>：何だったかな=       
02 タベイ：=あの：(.)何でしたっけ，  
03     （0.7）    
04→タベイ：<オウさんかアレックにどちらかにお願いしようかなと>思ったことがあるん 
05→      ですけど, =                  
06 オウ：  =うん．                   
07     （0.7） 







第 1 章 はじめに 
2 
 
09     （0.6）   
10→タベイ：自分：あの その 卒論の調査した<書類とかも：［結構な量で：>，=            
11 オウ：                       ［うん. 
12→タベイ：=で,（0.5）A 県に送るか：， 
13 オウ：  うん.  
14→タベイ：>迷っているんです. < 
15 オウ： ［うん.                          
16→タベイ：［まあ >A 県に送っても,また引っ越しで T 市に送り返さなきゃだめ<で：， 
17 オウ：  ああ：=             
18 タベイ：=だから： 
19     （0.9）         
20 タベイ：何かそのオウさんか(h),ア(h)レッ(h)ク(h)さん(h)の： あのお宅に直接, 
21      （0.5）    
22 オウ： ［うん 
23 タベイ：［ダイレクトに送ってしまおう>かなってことも<ちょっと考えてて,［もし（ ） 
24 オウ：                                                      ［あん   
25       うん(.)［全然                             
26 タベイ：     ［大丈夫でしたら= 

























李 2003、生天目・他 2012、蒲谷・他 1993）。それらの研究において、上述した事例（1.1）
の 4～16 行目に見られるような依頼者の振る舞いは「切り出し」や「事情（状況）説明」































































を表 1 のように提示している。 
 




  EX：「～て、～てくれ、 




  EX：「～てくれるか、 
     ～てくれないか」、 
       「～てもらえるか、 
     ～てもらえますか」など 
⚫ 相手の動作を自分が望んでいることを知らせる
もの。 
  EX：｢～てほしい、～てもらいたい、 




  EX:｢～てくれると助かる」、 
    ｢～てくれるといいのだが」、 
   「～てくれるとありがたいのだけれども」 
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表 2 岡本（2010)の分類 



























































1995、熊取谷 1995、李 2003、宇佐美・謝・他 2004、山岡･牧原･小野 2001 など）や、日
本語教育（蒲谷・川口・坂本 1993、小池 2000）・異文化コミュニケーション（郭 2007、














   参与者：《依頼》の話者=参与者 A 










第 1 章 はじめに 
8 
 
1.当該行為が参与者 B の意志によってなし得る行為である。 
2.通常の事態の進行において参与者 B が当該行為を実行するのは自明ではない。 
3.参与者 B による当該行為の実行は B 自身の権限に基づく。 
4.参与者 B による当該行為の実行は A に利益をもたらす。 
































    B1：どうしたんだい 
A2：実は財布忘れてきちゃってさ 
B2：またかい。いくら貸して欲しいの？ 




















Harvey Sacks、Emanuel A. Schegloff、Gail Jefferson らによって創始された「会話分
析（Conversation Analysis）」の分野では、発話を人々が何らかの活動を成し遂げるため
の手段として捉え、会話を人と人との間の「行為」として捉えている。そして、社会的活


























    






base FPP （依頼、質問の本題行為） 
base SPP （受諾、応答） 
pre- FPP  
pre- SPP 










1 つ目のタイプとして、事例（1.4）の 3 行目における“I wanna ask you something”や、
事例（1.5）の 1 行目における“I have a big favor to ask you.”のように、話者はこれから
しようとしている行為（例えば、質問・依頼）の名前を X で言及し、“Can I X？” “Let me 
X” “I want to X”といった形式、もしくは相手にしてほしい行為を“Tell me something” 





01  B：I’ve listen’ to all the things that ch’uve said, an’ I agree with you 
02    so much. 
03   →Now, I wanna ask you something,   →本題行為（質問）の予告（pre-pre） 
04    I wrote a letter. 
05    (pause) 
06  A：Mh hm, 
07  B：T’the governor. 
08  A：Mh hm::, 
09  B：telling ’im what I thought about i(hh)m! 
10  A：(Sh:::!) 
11  B：Will I get an answer d’you think,    →質問の本題行為（base FPP） 










（1.5） ST (Schegloff, 1980：112) 
01→Fre：Oh by the way((sniff))I have a bi:g favor to ask ya.→ 
02 Lau：Sure, go’head. 
03 Fre：'Member the blouse you made a couple weeks ago? → 
04 Lau：Ya. 
05 Fre：Well I want to wear it this weekend to Vegas but → 
06     my mom’s buttonholer is broken. 
07 Lau：Fred I told ya when I made the blouse I’d do the buttonholes. 
08 Fre：((sniff)) but I hate ta impose. 
09 Lau：No problem. We can do them on Monday after work. 
 






（preliminary to preliminary；準備のための準備）と呼んでいる。 
 
（Ⅱ）次の位置に産出する行為を予告する pre-pre 
2 つ目のタイプとして、行為予告の pre-pre であっても、基本連鎖の第一部分の行為で






















｟Robert の家庭教師を探している Maggie は、Lois から電話をもらっている｠ 
01 Lois：uhh Thisiz Lois Dorian and Mrs.White wanted 
02     me t’ get in touch with you about Robert’s tutoring？ 
03 Maggie：Yes. Uh huh. 
04 Lois：An I wuz,yih know,wuz jus go-wondering when did  
05        you wanna start on that or I mean 
06    — — ［wait till after the= 
07 Maggie： ［.hhhhh 
08 Lois：=holidays or — — 
09→Maggie：well,now lemme—lemme ask you this dear, → 
10⇒         what do you charge. 
11 Lois：I charge eight dollars an hour. 
12 Maggie：Eight dollars an hour.I see. 
13⇒    .hhh An you do this apparently 
14⇒     after school then. 
15 Lois：Yes. 
16⇒Maggie：Uh hun. .hTSK .hhh uhh An wouldju be  
17⇒         able to t’come t’my home t’dudhor or do  
18⇒         you not have transportation. 
19 Lois：No. I do have a car and I would be willing(v’k’)  
20        t’come over. 
21 Maggie：.hhh I：see. .hhh un jist a moment. 
｟中略、Maggie は自分の母親との会話で、この電話会話が一時中断している｠ 
44→Maggie：.hhh Now lemme ask you this uhh   → 
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46⇒      In otherwords, is the tutoring that you 
47⇒         uhh .hhh is this part of your teaching  
48⇒         process or are you already teaching  
49⇒         period or how uh, You know, .hhh I  
50⇒         mean like with Mme.Blanc who teaches  
51⇒         him French of course I know she teaches 
52⇒         a Frence cla:ss at B— —. 
 ｟Maggie が Lois の教授経験と資格について暫く質問し続けている｠ 
89 Maggie：.hhh Let me have your name and yur un 
90           phone number where I c’n rreach you  
91           becauz yes definitely Robert dose need  
92           tutoring in English desperately… 
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（1.7）Erhardt：8：1 (Schegloff, 1980：131-132) 
01 Pam：H’llo::,  
02 Vic：Hi:. Vicky.  
03    (0.4) 
04 Vic：You ra:ng? 
05 Pam：Oh hello there yes I di::d.  
06→   .hh um I nee:d tuh ask you a questio:n?    
07     (0.4) 
08→Pam：en you musn’t (0.7) uh take it personally 
09→    or kill me.  
10     (0.7) 
11 Pam：I wan to kno:w, (0.7) whether you: will(b) would  
12    be free:, (.) to work o:n um tomorrow night. 





























02 H：         [うん.             [は h いは h い. 
03 Y：い：(hh)い(hh)？.hhh あの(h) .hhh<プリンターの>インク 
04   （0.5） 
05 H：う[ん， 
06 Y： [を<あそこで>買ってくれる？  → 依頼の本題行為 
 




















pre-pre    （依頼者による行為の予告） 
preliminary（依頼の予備的な発話など） 




























































































第 2 章 研究方法 
20 
 

























Talk Bank という公開データべースの Call Home というカテゴリーに含まれる電話会話
（【風邪薬の購入と郵送】）も、それぞれ 1 件ずつ分析に使用している。以上により、2015
～2019 年にかけて計 16 件（計 160 分程度）の会話資料を収集した（表 1）。 









荷物の受取の依頼 20 代男性―20 代女性（大学院生） 大学の後輩と先輩 
飛行機優待券の郵送 20 代女性―40 代女性 娘と母親 
お米・コンタクトの郵送 20 代女性―50 代女性 娘と母親 
お米の郵送 20 代女性―60 代の女性 孫と祖母 
桃の郵送 20 代女性―50 代女性 娘と母親 
書類確認の依頼 30 代男性―30 代女性（社会人） 職場の同僚 
鍵の受け渡しの依頼 20 代男性―20 代女性（大学院生） 大学の先輩と後輩 
IC レコーダーの借用 20 代女性―20 代男性（大学院生） 大学の後輩と先輩 
パソコンのアダプターの借用 20 代女性―30 代男性（大学院生） 大学の後輩と先輩 
名刺制作のチラシの借用 20 代女性―20 代女性（大学院生） 大学の後輩と先輩 
映画パンフレットの購入 30 代男性（社会人）―20 代女性
（大学院生） 
交際相手 
飴の購入の依頼 20 代男性（大学院生）―50 代女性 息子と母親 
仕事のシフトの調整 20 代男性―20 代女性（大学院生） 大学の先輩と後輩 
シフトの交替の調整 20 代男性―20 代女性（大学院生） 大学の先輩と後輩 






























［       発話の重なり 
  =      2 つの発話が途切れなく密着している 
（ ）   聞き取り不可能な箇所 
（言葉） 聞き取りが確定できない部分 
（0.8）   間合いの長さ（秒単位） 
(.)    0.2 秒以下の短い間合い 
：：    直前の音の引き延ばし   
下線    音の強調 
º  º      音が小さい箇所 
大      音が大きい箇所 
言‐    言葉が不完全なまま途切れている。 
h         呼気音 
.h       吸気音 
言(h)   笑いながら産出されている発話 
¥   ¥      笑い顔で産出されている発話 
.         語尾の音が下がって区切りがついた発話 
 
8 西阪（2008）の転写システムは、Gail Jefferson によって開発されたものを日本語の会話に
適応したものである。各記号の詳細は http://www.meijigakuin.ac.jp/~aug/transsym.htm を参
照されたい。 
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,       音が少し下がって弾みがついている発話 
?       語尾の音が上がっている 
↓↑     音調の極端な上がり下がり 
>  <     発話のスピードが目立って速くなる部分。 
<  >     発話のスピードが目立って遅くなる部分 























「会話分析（Conversation Analysis）」は Harvey Sacks、Emanuel A. Schegloff、Gail 
Jefferson らによって創始された、人々が日々の生活の中で会話を通して何らかの活動を













































会話の中で、一つの発話順番は、基本的に 1 つの TCU によって組み立てられている。
従って相互行為上のトラブルが生じなければ、他の参加者は、現在話している話者の TCU


















（2）TCU が最初の TRP に至った際、（1）の（a）（b）が適用されず、（c）の方法で現在
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性を持った第一部分（first pair part：FPP）と第二部分（second pair part：SPP）から




























            
 














                                  ←先行拡張 
第一部分（base FPP）（ex:質問、依頼） 
                  ←挿入拡張 
第二部分（base SPP）（ex:応答、受諾） 
                                   ←後続拡張 
pre- FPP  
pre- SPP 
基本連鎖 





イプのものがあることも指摘されている（Schegloff 1980）。     
 
（2.1）(Schegloff, 1980：107) 
01 B：I’ve listen’ to all the things that ch’uve said, an’ I agree with you 
02    so much. 
03  →Now, I wanna ask you something,   →本題行為（質問）の予告（pre-pre） 
04    I wrote a letter. 
05    (pause) 
06 A：Mh hm, 
07 B：T’the governor. 
08 A：Mh hm::, 
09 B：telling ’im what I thought about i(hh)m! 
10 A：(Sh:::!) 
11 B：Will I get an answer d’you think,    →質問（基本連鎖；base FPP） 
12 A：Ye：s . 
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3.2  依頼の本題行為を明示的に予告する手続き（pre-pre） 
第 1 章でも述べた通り、Schegloff（1980,2007）によると、英語における依頼の相互行
為は、次の（3.1）の 1 行目（Would you do me a favor?）のように、これから行う行為や
相手にしてほしい行為を “Can I X？” “I want to X” “Do me a favor” といった形式を用
いた特定の「行為の予告」の手続き（pre-pre）によって開始されるという。 
（3.1）において、依頼者 Bon は Jim からエアガンを借りるために、1 行目で “Would 




（3.1）【Schegloff，2007 BB Gun, 2:04--12】 
01→Bon: But- (1.0) Wouldju do me a favor? heheh     
02 Jim: e(hh) depends on the favor::, go ahead, 
03 Bon: Didjer mom tell you I called the other day? 
04 Jim: No she didn’t. 
05    (0.5) 
06 Bon: Well I called. (.) [hhh] 
07 Jim: [Uhuh] 
08    (0.5) 
09 Bon:.hhh ’n I was wondering if you’d let me borrow    















02 H：         [うん.             [は h いは h い. 
03 Y：い：(hh)い(hh)？. hhh あの(h) . hhh<プリンターの>インク 
04   （0.5） 
05 H：う[ん， 
06 Y： [を<あそこで>買ってくれる？    
 




 実際、筆者が依頼が含まれる会話を調べた結果、（3.3）【荷物の受取の依頼】の 4、5 行











（3.3）【荷物の受取の依頼_タベイ-オウ_ 21:55】  
01 タベイ：<あとは：：>：何だったかな=       
02 タベイ：=あの：(.)何でしたっけ，  
03     （0.7）    




05→      すけど,=                  
06 オウ： =うん．                   
07     （0.7） 
08 タベイ：あの，.hh(.)何でしたっけ，  
09     （0.6）   
10 タベイ：自分：あの その 卒論の調査した<書類とかも：［結構な量で：>，=            
11 オウ：                       ［うん. 
12 タベイ：=で,（0.5）A 県に送るか：， 
13 オウ：  うん.  
14 タベイ：>迷っているんです. < 
15 オウ： ［うん.                          
16 タベイ：［まあ >A 県に送っても,また引っ越しで T 市に送り返さなきゃだめ<で：， 
17 オウ：  ああ：=             
18 タベイ：=だから： 
19     （0.9）         
20 タベイ：何かそのオウさんか(h), ア(h)レッ(h)ク(h)さん(h)の： あのお宅に直接, 
21      （0.5）    
22 オウ： ［うん 
23 タベイ：［ダイレクトに送ってしまおう>かなってことも<ちょっと考えてて,［もし（ ） 
24 オウ：                                                      ［あん   
25       うん(.)［全然                             
26 タベイ：     ［大丈夫でしたら= 
27 オウ： =うん 全然いいよ． 
 
 











01→タク：あのさ：(.)あの：お願いしたいんだけどさ=   
02 シン：=うん. 
03 タク：あの, 
04     （0.4) 
05 シン：う［ん. 
06 タク：  ［何だかな. 
07        =僕：：あの：：：(.)その：成績優秀者にさ：(.)あのお土産買ったじゃん. 
08 シン：はい.             
09     （1.1) 
10 タク：やっぱり なんか(.)反応がイマイチだったんだよね.= 
11 タク：=だからこの（0.5)（だから)なん‐なんか上位何名(.)かの：その‐（0.6)なん 
12     か その(.)ことりっぷかなんかで京都とか大阪とかの そういうのも買って,   
13     ［渡して,そして, 
14 シン：［うん うん 
15     （0.7) 
16 タク：一年生 二年生合同で一緒に(.)［>（成績) 優秀者だけで<= 
17 シン：              ［うん. 
18 タク：=ご飯‐日本料理店に行ってご馳走するってことにしたいんだけど：<= 
19 シン：=［゜（すご：)゜ 
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20 タク： ［たぶ：ん：, 
21 シン：そ：こまでやるの？ =おん［おんおん. 
22 タク：             ［やるやる, それぐらいやる.= 
23 シン：=はい. 
24 タク：うん. 




29 タク：=たぶんね,あの その（0.6)u-その：(.)すごいオタク君がね,その：：he.hhh 
30     (.)「君の名｣を(.)4 回見ているオタク君が(.)多分：［上位者になりそうなんで 
31     すよ. 
32 シン：                         ［hehehehe 
33 シン：hehehehe ほ(h)ほ(h)ほ[.hhh 
34 タク：            [うんふん.  
35       まあ おかしいでしょう.  =4 回も見に［行くぐらいから,それおかしいじゃん. 
36 シン：                  ［.hh          .hhh 
37 シン：［.hhh ああ でもいる‐. 
38 タク：［だから：： 申し‐申しわ‐ 
39 シン：はい. 
40      (0.3) 
41 タク：申し訳ないから：‐けど,(.)あの：(.)それは今(.) 僕は帰ってから(.)もう 
42     買えないかもしれないから，= 
43 シン：=う［んうん. 
44 タク：  ［もし(0.6)東京行くとか時間あったら：,= 





47     (0.5) 
48     あの：：, 
49 シン：パン［フレット？      
50 タク：   ［(hhhh)‐（0.3) 
51      パンフレット(.)[買ってくれる？              




コジマに申し込みの方法を聞いている。｠    
01→ヤスダ：>あ すみません<.お願いが<あるん：>ですけど：今[大丈夫ですか？ 
02 コジマ：                        [うんうん.   
03 コジマ：うん  >大丈夫 大丈夫[：：<. 
04  ヤスダ：           [.h あの この間言っ(.)てた：(.)大学［の= 
05 コジマ：                                                       ［うん.  
06  ヤスダ：=(.)名刺の(h)や(h)つを：,      
07        （0.5）            
08 コジマ：［うんうんうん.       
09  ヤスダ：［あの プリントを持ってたじゃないですか？コジマさんが.=  
10 コジマ：=うん.持ってた 持ってた.   
11 ヤスダ：あれ：を，            
12     （0.4） 
13 コジマ：うん.= 
14 ヤスダ：=なんか-(0.6)うん？ あれって直接大学会館に(0.5)行かなきゃいけない 
15     でしたっけ？                                
16     （0.7） 
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17 コジマ：いや(.) 別にあの(.)アドレス>っていうか=あの<<紙>の：(.)あの： 
18      (.)メールに(.)内容を送ればいいだけだから：， 
19 ヤスダ：あ-= 
20 コジマ：=あの 全然私のコピー<したいとか> 別にその場で私の(.)貸して： 
21       (.)あの：(.)打てば全然できるよ.  
22  ヤスダ：あっ［(.)じゃ-［hehehe 
23 コジマ：   ［わざわざ［とりに行かなくても:=    
24 ヤスダ：=あっ じゃ それ：：(.)あの 見せてもらってもいいですか？  
25 コジマ：あ >いよいよい［よ< 全然.                                     
26 ヤスダ：       ［あ ありがとうございます.それだけです：.(.) 
27 ヤスダ：he［hehehehe  hehehehe 
























（3.3） (再掲)【荷物の受取の依頼_タベイ-オウ_ 21:55】  
01 タベイ：<あとは：：>：何だったかな=       
02 タベイ：=あの：(.)何でしたっけ，  
03     （0.7）    
04→タベイ：<オウさんかアレックにどちらかにお願いしようかなと>思ったことがあるんで 
05→      すけど, =                  
06 オウ： =うん．                   
07     （0.7） 
08 タベイ：あの，.hh(.)何でしたっけ，  
09     （0.6）   
10  タベイ：自分：あの その 卒論の調査した<書類とかも：［結構な量で：>，=            
11 オウ：                       ［うん. 
12 タベイ：=で,（0.5）A 県に送るか：， 
13 オウ：  うん.  
14 タベイ：>迷っているんです. < 
15 オウ： ［うん.                          
16 タベイ：［まあ >A 県に送っても,また引っ越しで T 市に送り返さなきゃだめ<で：， 
17 オウ：  ああ：=             
18 タベイ：=だから： 
19     （0.9）         
20 タベイ：何かそのオウさんか(h), ア(h)レッ(h)ク(h)さん(h)の： あのお宅に直接, 
21      （0.5）    
22 オウ： ［うん 
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23 タベイ：［ダイレクトに送ってしまおう>かなってことも<ちょっと考えてて,［もし（ ） 
24 オウ：                                                      ［あん   
25       うん(.)［全然                             
26 タベイ：     ［大丈夫でしたら= 
27 オウ： =うん 全然いいよ． 
 




































































提示している。その後、タベイは 10 行目で「自分：あの その 卒論の調査した<書類とか
も：結構な量で：>」と依頼の対象物を提示した上、12～16 行目にかけて依頼の理由・事
情を説明し、後で行おうとしている本題行為を正当化している。 
こうした依頼者の振る舞い（10～16 行目）は第 4 章でも改めて詳しく分析するが、「依
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依頼の本題行為を予告する手続き（pre-pre）   












 依頼の本題行為（base FPP）   （ex：（3.3）18、20、23 行目） 
図 3－1 「依頼の本題行為を明示的に予告する手続き」が行われた会話の連鎖構造 
 
図 3－1 に示す通り、依頼者は「予告」の手続きにより、確保した発言の機会を利用し、









10 この点に関して、第 4 章でも詳しく取り上げるが、依頼の場面を問わず、依頼者による（ⅰ）
～（ⅲ）の発話・行為は、いずれも後続の「依頼」の本題行為を行うための「事前準備」とし
て行われていることが繰り返し観察された。 
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で言及される“Can I X?’’ “Do me a favor.’’「お願いがあるんだけど」のような「依頼の本
題行為を明示的に予告する手続き（pre-pre）」とは、若干性質の異なるものも観察された。
それらの事例において、依頼者は依頼を展開するために会話を立ち上げているが、（3.6）











表 3.1 会話参加者とその共通の友人ヤマダとの関係 

























01 ウエノ：え？マリリン 今 家？ ｟マリリンはマシマのあだ名｠ 
02       （1.2） 
03 マシマ：お家：.= 
04 ウエノ：=お家：？ 
05       （0.7） 
06→ウエノ：いや [ごめん なんか全然明日でもよかったんだけど：（0.7）[ちょっと                                    
07 マシマ：    [うん.                       [うん. 
08→ウエノ：(.)なんか確認したいことがあって， 
09       （0.7） 




11 ウエノ：=なんか(.)明日↑ね（0.6）な[んかヤマダがさ：(.)全体 LINE でも(.)=          
12 マシマ：              [うん. 
13  ウエノ：=言ってたじゃん？ 
14 マシマ：あ：うんうん.=       
15 ウエノ：=そうそうそう. 
16       （1.2）      
17 ウエノ：. hh なんか(.)で（0.9）うちに｟（0.5）ウエノの電話が鳴り始める｠  
18        多分-（3.8）｟発話を中断して電話を切る｠ 
19        >うちに泊まることになると思うんだけど：.<     
20       （0.5） 
21 マシマ：あ：うんうん.                 
22         (1.2)       
23  ウエノ：s それで：（0.3）でも俺明日 Y 市帰るのね.     
24         （1.0） 
25  マシマ：うん. hhh.[(.)hehhehhehhehheh                     
26 ウエノ：       [hehhehhehheh(.)hehhehheh  
27 ウエノ：¥そう,だからあいつに(.)鍵-ブルズ終わった後に：¥ 
28        （0.8） 
29 マシマ：゜（うん[うん.）゜ 
30 ウエノ：       [あいつに鍵を渡し↑て, 
31       （1.0）           
32 マシマ：ああ.=        
33 ウエノ：=Y 市帰ろうと[思うのね. 
34 マシマ：        [別にいいよ. わか- >ふんふんふ[んうんうんうん.< 
35 ウエノ：                         [゜(s::)゜ 
36        ¥そうそうそう.¥ 
37 マシマ：゜（hehheh.h  hehheh.h ウケル）゜.= 
38 ウエノ：=で 俺-｟(2.8)携帯が鳴っている｠帰ってくるのが：：， 
39       （0.7） 




41 ウエノ：=ま 日曜か月曜になるから：：，               
42        (0.5)                        
43 マシマ：う[ん. 
44 ウエノ： [俺､ヤマダがいつ帰んのか分か(h)ん(h)な(h)い(h)ん(h)だ 
45        (h)け(h)ど(h)：：=   
46 マシマ：=hh.[hehheh.    ｟爆笑｠       
47 ウエノ：   [hehhehheh. 
48        .hhh￥なんかもし<土曜:日>に帰るとかになったら：：，￥   
49       (0.7) 
50 マシマ：゜(うん.)゜ 
51 ウエノ：マリリンその：（0.3）土曜日とか（0.4）T 市いる？  
52       （1.5） 
53 マシマ：土曜はね：：午後に(.)<教育相：談>があるから：， 
54 ウエノ：うん. 
55        (1.3）   
56 マシマ：まあ：：（1.1）<10 時前：（0.5）か>[(.)a もう 8 時過ぎぐらいにヤマダ=          
57 ウエノ：                  ［うん. 
58 マシマ：=に会えれ(.)↓ば：：, 
59       （1.1） 
60 ウエノ：うんうんうん. 
61       （0.8） 
62 マシマ：まあ 鍵の>受け取りとかはできる.<  
63 ウエノ：本当？ 
64 マシマ：うん. 
65       （0.8） 
66 ウエノ：゜（い）゜や なんか（2.5）うん(.)もし(.)かしたらお願いするかもしれ 
67        ない(.)です.=   
68 マシマ：=うん. 
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うる発話がを 45 行目まで続けている。後続の会話展開を見ると、6、8 行目の発話は「依






































察は第 4 章で改めて述べることとする。 































で「予告」されてから 51 行目で実際に産出されるまでの間（11～45 行目）、マシマは、ウ
エノの質問（11 行目）や依頼に関する一連の「事情説明」（17～19、23、27~33、38～45


























































02    （1.3） 
03 妹：  ゜（な［に？)゜       
04 カナ：      ［そろそろさ：（0.8）美味しいものの季節じゃない？ 
05     （1.5）   
 
13 ただし、この事例において、依頼者ウエノによって予告された「確認」が 51 行目で予告通
りになされた後、被依頼者マシマは、先行連鎖で述べられた事情説明から依頼者の意図を推測
し、ウエノが依頼を産出する前に先取りして申し出（53～62 行目）を行っている。 
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06 母親：例えば.    
07 カナ：<桃>． 
08     （2.9） 
09 妹：  まだは［やい. 
10 母親：    ［.hhh(.)何の？美味しいものって．  
11 カナ：フルーツ＃だよ＃．｟不満げに言う｠ 
12     （1.0） 
13 母親：<フ↑ルーツ：？> 
14     （3.2） 
15 カナ：例えば桃とか． 
16     （6.2） 
17 カナ：桃っていつ頃？               
18     （2.3） 
19 母親：<桃は：：>（6.6）桃なんてもう終わ‐,あ：,桃はあれじゃん.（0.6）8 月‐ 
20 母親：7［月とか. 
21 カナ： ［8 月ってことないでしょう？ 
22     （0.6） 
23 母親：7 月（だわ）. 
24     （1.5） 
25 カナ：なんかさ：（0.6）去年さ：食べ損ねちゃったじゃん：,私．   
26     （1.6） 
27 母親：何で？        
28 カナ：>゜お母さんが送ってくれなかったから．゜< ｟不満げに言う｠ 
29     （1.1） 
30 母親：え 送ら(.)なかった？=   
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31 カナ：=゜う：ん なんかね 桃は何とかだ何とかだとか言って.゜ 
32 母親：あ：桃はだってもう：おばちゃんちやっていないから． 
33     （3.2）   
34 カナ：え：？でも どこかからもらえないの？     
35     （0.8） 
36 母親：もらえないさや14．買って：送るしか．      
37     （1.2） 
38 カナ：あ そう：？ 
39 母親：うん. 
40     （2.4） 
41 カナ：なん［か 
42 母親：  ［どっかで買うしかない. 
43 カナ：桃やっている(.)知り合いいないの？      
44     （1.3） 
45 母親：桃はいないね．                
46     （4.6） 
47 カナ：なん-なんか O 村15がさ：やめちゃったのがさ：返す返すも残念だよね，いろ 
48        いろ. 
49 母親：あ？ 
50     （1.0） 
51 カナ：なんか O 村のおじちゃんとかおばちゃんがさ：：， 
52 母親：うん：. 
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54     （1.4） 
55 母親：お婆ちゃん亡くなっちゃったじゃん.= 
56 カナ：=゜（heh）゜¥それ <分かってるけど.>¥ 
57 母親：hehheh［heh 
58 カナ：    ［heh 
59     （2.0） 
60 カナ：そこの当てがなくなっちゃったのが. 
61 母親：゜（うん）゜. 
62     （1.0） 
63       ゜（まあね）゜(.)しょうがないよ. 
64 カナ：ha：：いろいろと家に(.)家にとっては.hh 
65 母親：゜（まあね.）゜ 
66     （4.9） 
67 カナ：゜（ふ：：ん,あ そう）゜ 
68     （2.0） 
69 カナ：じゃあ, まあ 分かっ［たわ．      












































































































































予備的な質問（ex：（3.7）の 4、17、25 行目）・条件確認（ex：（3.6）の 51 行目、（3.7）
の、34、43 行目）を行うことが可能となる。さらに、この「予告」により、後続の会話展
開でなされた事情説明や予備的な質問が端的な説明や質問ではなく、何らかの本題のため











        ↓ 
予告された依頼のための「予備的な行為」  
（依頼を行うための「説明」、「予備的な質問」や「条件確認」
など）      ↓ 
依頼の本題行為に移行するか、また移行する場合どのような形をとるかが決まる  





































02→     リンさんのさ–研究ってさ：, 同じ：けん–協力者に：,（0.6）［そのなんか= 
03 リン：                               ［はいはい．               
04→ナオキ：=定期的に：,あの<データ：： (.)を>とってもらってるんだよね<． 
05 リン：  そうですね．          
06→ナオキ：それってリンさんそこに行くの？=とる時は． 
07        （0.8） 
08→ナオキ：>それかもう完全に任せてる<？ 
09        （1.1） 
10 リン：  あ(.)いくいく=                                      
11 ナオキ：=あ：いく= 
12 リン：  =>そうそうそう<= 
13→ナオキ：=次いつ(.)とるの？                                   
14        （1.5） 
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15  リン：  私 終わった．.h［hhh          
16 ナオキ：        ［あ：終わっ［たんだ：｟残念そうな表情で顔をそらす｠ 
17 リン：                ［hhh は(h)い hhhh． 
18 ナオキ：あ：そうかそうか． 
19 リン：  そう． 
20        （0.5） 
21→ナオキ：え？もう–もうじゃデータ取らない？                          
22        （0.4） 
23 ナオキ：まったく．                                         
24 リン：  そ［うですね：．          
25 ナオキ： ［全部で何個データあるの．  
26        （1.1） 
27 リン：  全部：>今まで十回とった<． 
28 ナオキ：あ 
29 リン：  十［回°のデータ= 
30 ナオキ： ［そ          
31 ナオキ：=°あ：そうなんだ°． 
32 ナオキ：あ： >°もう取らないか°< いや<もしと［るん- 
33 リン：                     ［前学期から°はじめています° 
34 ナオキ：°あ：そうなんだ°． 
35 リン：  はい． 
36 ナオキ：>そうかそうか<．いやもし（1.0）あの：：（1.1）なんだ． 
37       （1.8） 
38 ナオキ：もう一回データとるんだったら,その時に俺の：(.)その–なんか–俺の： 
39       （0.8）え：と>データも一緒に取らせてもらおうかな<と思ったんだけど： 
40        >もう終わったんだったらえ［え hhh< 








43 リン： ［うん． 
44→ナオキ：［［そのデータ–十回の中で,   
45 リン： ［［はい． 
46 リン：  はい． 
47→ナオキ：なんか>中断とか起こってただれかが入ってきたり<とか：,         
48       （0.5） 
49 リン：  あるある．                                    
50 ナオキ：ある？ 
51 リン：  そうそうそ［う．  
52 ナオキ：     ［それ– 
53 リン：  その時は談話室で：, 
54 ナオキ：うん． 
55 リン：  え：とときどき：知らない人が：, 
56 ナオキ：うん． 
57 リン：  談話室にはいって–なんか（0.6）え：と, 
58 リン： 荷物とか取る–とった［ことがあっ［て：: 
59 ナオキ：          ［うん．   ［それ：: 
60 リン： それは中断かな． 
61 ナオキ：うん．それ：：あのさ：（0.7）それさ：,あの：：（1.7）その：：え：：と 
62     >協力してくれた人たちにもちろん<頼むけど：：,  
63 リン： ［はい． 
64 ナオキ：［>使わせてもらっていい<？データ．使えるところがあったら．     
65       （0.7） 
66 ナオキ：一緒に(.)あの：その中断のところ見たいんだけど：： 
67     （0.8） 
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             被依頼者による返答     後続の連鎖の展開 
肯定的な応答（go-ahead）→依頼の本題行為に移行する 
依頼者による条件確認          
            否定的な応答（blocking）→依頼の本題行為に移行しない 













 さらに、21 行目の質問がリンによってブロックされた後、ナオキは 42、44、47 行目で
依頼の方向性を変え、再び質問でリンの取ったデータに自身が使えそうなものがあるかど
うか確認することで、連鎖を再開している。それを受けたリンは「あるある」と肯定的な































は主に次の 3 種類の手立てによって立ち上げられることが明らかになった。 
① 依頼の本題行為を明示的に予告する手続き（pre-pre）（3.2 節） 










































ある（Schegloff 1980；高木・細田・森田 2016）。 






















              被依頼者による返答     後続の連鎖の展開 
肯定的な応答（go-ahead）→依頼の本題行為に移行する 
依頼者による条件確認          
            否定的な応答（blocking）→依頼の本題行為に移行しない 
 図 3－3(再掲)【依頼の条件確認（pre-request）】で開始される依頼の連鎖構造・展開 
 
②依頼のための「予備的な行為」を予告する手立て（3.3 節） 
3.3 節で取り上げた事例（3.6）【鍵の受け渡しの依頼】の 6、8 行目及び、（3.7）【桃の郵
送】の 1 行目からも分かるように、この手立ては「行為を予告する」点で①の「pre-pre」
の手続きと共通している。すなわち、依頼の連鎖が開始される際に、特定の行為（具体的






















        ↓ 
予告された依頼のための「予備的な行為」  
（依頼を行うための「説明、「予備的な質問」や「条件確認」
など）        ↓ 
依頼の行為に移行するか、また移行する場合どのような形をとるかが決まる  
















同様にぞれぞれ独立した TCU で産出されることもあれば、事例（3.2）の 1、3、6 行目や





02 H：        [うん.             [は h いは h い. 
03→Y：い：(hh)い(hh)？. hhh あの(h) .hhh<プリンターの>インク 






01  コウ： 大学院研究室コウで：す.   
02  キムラ：あっキムラです：.= 
03  コウ： =は：い. 
04  キムラ：お疲れ様で［す. 
05  コウ：      ［お疲れ様です. 
06 →キムラ：あの ちょっと一つお願いがありましてお電話したんですが：,= → 
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08 →キムラ：えっと 研究室の：(.)今大学研究室の：コピー機から：， 
09  コウ： うんうん. 
10        （0.2） 
11 →キムラ：えっと 一つ書類が出［てくると思うんですけど， 
12  コウ：            ［あ：(.)今出ました. 
13 →キムラ：ちょっとそれを：(.)確認していただいてもいいですか？→  
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(4.1) ST (Schegloff, 1980:112) 
01 Fre：Oh by the way((sniff))I have a bi:g favor to ask ya.  
02 Lau：Sure, go’head. 
03→Fre：'Member the blouse you made a couple weeks ago?  
04 Lau：Ya. 
05 Fre：Well I want to wear it this weekend to Vegas but my mom’s  
06     buttonholer is broken. 
07 Lau：Fred I told ya when I made the blouse I’d do the buttonholes. 
08 Fre：((sniff)) but I hate ta impose. 















































































































01 ヤスダ：>あ すみません<.お願いが<あるん：>ですけど：今[大丈夫ですか？ 
02 コジマ：                        [うんうん.   
03 コジマ：うん  >大丈夫 大丈夫[：：<. 
04→ヤスダ：           [.h あの この間言っ(.)てた：(.)大学［の= 
05 コジマ：                                                       ［うん.  
06→ヤスダ：=(.)名刺の(h)や(h)つを：,      
07        （0.5）            
08 コジマ：［うんうんうん.       
09→ヤスダ：［あの プリントを持ってたじゃないですか？コジマさんが.=  
10 コジマ：=うん.持ってた 持ってた.   
11 ヤスダ：あれ：を，            
12     （0.4） 
13 コジマ：うん.= 
14 ヤスダ：=なんか-(0.6)うん？ あれって直接大学会館に(0.5)行かなきゃいけない 
15     でしたっけ？                                
16     （0.7） 
17 コジマ：いや(.) 別にあの(.)アドレス>っていうか=あの<<紙>の：(.)あの： 
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18      (.)メールに(.)内容を送ればいいだけだから：， 
19 ヤスダ：あ-= 
20 コジマ：=あの 全然私のコピー<したいとか> 別にその場で私の(.)貸して： 
21       (.)あの：(.)打てば全然できるよ.  
22 ヤスダ：あっ［(.)じゃ-［hehehe 
23 コジマ：   ［わざわざ［とりに行かなくても:=    
24 ヤスダ：=あっ じゃ それ：：(.)あの 見せてもらってもいいですか？  
25 コジマ：あ >いよいよい［よ< 全然.                                     
26 ヤスダ：       ［あ ありがとうございます.それだけです：.(.) 
27 ヤスダ：he［hehehehe  hehehehe 


















る「認識用指示表現（Sacks ＆ Schegloff 1979）」を産出している。このことから、依頼の
対象物である「大学の名刺のやつ」は、過去に被依頼者コジマとの間で話題になっていたこ





























































































 断片（4.3）の電話会話において、依頼者アオキは同じ大学研究室のミシマに IC レコーダ










01  アオキ：ちょっとさ, ミシマ君 お願いがあるんだけど：：，  
02  ミシマ：¥ 何ですか？¥       
03 →アオキ：あの：<IC：レコーダー？>         
04      （0.5）                          
05  ミシマ：うん.= 
06 →アオキ：=って持っている？          
07      （0.7） 
08  ミシマ：持っているよ.                     
09      （0.6） 
10  アオキ：何個持っている？                   
11      （0.6） 
12  ミシマ：一個. 
13  アオキ：一個しか持っていないの？      
14      （0.7） 
15  ミシマ：<一個>だよ：：. 
16  アオキ：え：：なんか：(.)噂ではミシマ君(.)2  3 個持っているとかいう話だった 
17      けど. = 
18  ミシマ：=いや それはマツシタさんね hhh. 
19  アオキ：あ マツシタさん？ 
20  ミシマ：マ(h)ツ(h)シ(h)タ(h)サさんに 3 個持っている(h)よ. = 
21  アオキ：=マツシタさん 3 個持っているんだ. 
22  ミシマ：［ん. 
23  アオキ：［貸してくれるかな：？         
24      （0.8） 
25  ミシマ：あ：貸してくれると思うよ.= 
26  アオキ：=゜（あ そうなんだ）゜ 
27      （0.7） 
28  アオキ：で, まあミシマ君もその一個(.)一個でいいからさ：，= 
29      =IC レコーダ［ーさ：，                
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30  ミシマ：       ［うん.                   
31      （0.6） 
32  アオキ：［貸して. 
33  ミシマ：［うん. 
34      （1.4）    












指示する「IC：レコーダー」が「試行標識；try-marker（Sacks & Schegloff 1979）」（上昇
イントネーション＋短いポーズ）などの言語的リソースを伴いつつ、TCU が完結可能な点
（possible completion point；Sacks, Schegloff & Jefferson 1974）に至っていない時点で
途中で区切られている。その後、0.5 秒の間合いを挟んで産出されたミシマの反応（「うん」）
を聞いた瞬間、アオキは 6 行目で間髪を入れずに「って」と、文法的に 3 行目の発話に続
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（4.4）【荷物の受取の依頼_タベイ-オウ_ 21:55】  
01 タベイ：<あとは：：>：何だったかな=       
02 タベイ：=あの：(.)何でしたっけ，  
03     （0.7）    
04 タベイ：<オウさんかアレックにどちらかにお願いしようかなと>思ったことがあるんで 
05       すけど, =                  
06 オウ： =うん．                   
07     （0.7） 
08 タベイ：あの，.hh(.)何でしたっけ，  
09     （0.6）   
10→タベイ：自分：あの その 卒論の調査した<書類とかも：［結構な量で：>，=            
11 オウ：                       ［うん. 
12 タベイ：=で,（0.5）A 県に送るか：， 
13 オウ：  うん.  
14 タベイ：>迷っているんです. < 
15 オウ： ［うん.                          
16 タベイ：［まあ >A 県に送っても,また引っ越しで T 市に送り返さなきゃだめ<で：， 
17 オウ：  ああ：=             
18 タベイ：=だから： 
19     （0.9）         
20 タベイ：何かそのオウさんか(h),ア(h)レッ(h)ク(h)さん(h)の： あのお宅に直接, 
21      （0.5）    
22 オウ： ［うん 
23 タベイ：［ダイレクトに送ってしまおう>かなってことも<ちょっと考えてて,［もし（ ） 
24 オウ：                                                      ［あん   
25        うん(.)［全然                             
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26 タベイ：     ［大丈夫でしたら= 
















































minimization）、（Ⅱ）受け手に合わせたデザインを優先させる（preference for recipient 
design）、といった 2 つの指針に従って行われるという。つまり、話者はできる限り「受け

























































01 母親： はい もしもし::.= 
02 ホシノ：=はいはい. (.)俺俺. 
03     （0.7） 
04 母親:  うん.= 
05 ホシノ：=あのさ 今度さ：(.)買い物[行く時にさ：， 
06 母親：               [うん.    
07     （0.4） 
08 母親： [うん. 
09→ホシノ：[あの: >あのあめ-あめちゃん買ってきてほしんだけど<=   
10→      =あの：： >サクマ[式ドロップスみたいなやつ. <      
11 母親：              [あ- 
12        (1.2) 
13→母親：  え？          
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15 母親：  =>うんんんんん.< 
16 ホシノ：あれ買ってきてほしいんだけど. 
17       （0.6） 
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（第 3 章）と、依頼に関する背景知識を被依頼者と共有する位置（第 4 章）で用いられる





5.1.1.1 依頼の相互行為を開始する手立て（第 3 章） 
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5.1.1.2 依頼に関わる背景知識への認識・理解を確立するための手立て（第 4 章） 
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01 ヤスダ：>あ すみません<.お願いが<あるん：>ですけど：今[大丈夫ですか？ 
02 コジマ：                        [うんうん.   
03 コジマ：うん  >大丈夫 大丈夫[：：<. 
04 ヤスダ：           [.h あの この間言っ(.)てた：(.)大学［の= 
05 コジマ：                                                       ［うん.  
06 ヤスダ：=(.)名刺の(h)や(h)つを：,      
07        （0.5）            
08 コジマ：［うんうんうん.       
09 ヤスダ：［あの プリントを持ってたじゃないですか？コジマさんが.=  
10 コジマ：=うん.持ってた 持ってた.   
11 ヤスダ：あれ：を，            
12     （0.4） 
13 コジマ：うん.= 
14 ヤスダ：=なんか-(0.6)うん？ あれって直接大学会館に(0.5)行かなきゃいけない 
15     でしたっけ？                                
16     （0.7） 
17 コジマ：いや(.) 別にあの(.)アドレス>っていうか=あの<<紙>の：(.)あの： 
18      (.)メールに(.)内容を送ればいいだけだから：， 
19 ヤスダ：あ-= 




21       (.)あの：(.)打てば全然できるよ.  
22 ヤスダ：あっ［(.)じゃ-［hehehe 
23 コジマ：   ［わざわざ［とりに行かなくても: =    
24 ヤスダ：=あっ じゃ それ：：(.)あの 見せてもらってもいいですか？  
25 コジマ：あ >いよいよい［よ< 全然.                                     
26 ヤスダ：       ［あ ありがとうございます.それだけです：.(.) 
27 ヤスダ：he［hehehehe  hehehehe 










01 カナ：なんかさ：（1.0）思ったんだよね．  
02    （1.3） 
03 妹：  ゜（な［に？)゜       
04 カナ：      ［そろそろさ：（0.8）美味しいものの季節じゃない？ 
05     （1.5）   
06 母親：例えば.    
07 カナ：<桃>． 
08     （2.9） 
09 妹：  まだは［やい. 





12     （1.0） 
13 母親：<フ↑ルーツ：？> 
14     （3.2） 
15 カナ：例えば桃とか． 
16     （6.2） 
17 カナ：桃っていつ頃？               
18     （2.3） 
19 母親：<桃は：：>（6.6）桃なんてもう終わ‐,あ：,桃はあれじゃん.（0.6）8 月‐ 
20 母親：7［月とか. 
21 カナ： ［8 月ってことないでしょう？ 
22     （0.6） 
23 母親：7 月（だわ）. 
24     （1.5） 
25 カナ：なんかさ：（0.6）去年さ：食べ損ねちゃったじゃん：,私．   
26     （1.6） 
27 母親：何で？        
28 カナ：>゜お母さんが送ってくれなかったから．゜< ｟不満げに言う｠ 
29     （1.1） 
30 母親：え 送ら(.)なかった？=   
31 カナ：=゜う：ん なんかね 桃は何とかだ何とかだとか言って.゜ 
32 母親：あ：桃はだってもう：おばちゃんちやっていないから． 
33     （3.2）   
34 カナ：え：？でも どこかからもらえないの？     
35     （0.8） 




37     （1.2） 
38 カナ：あ そう：？ 
39 母親：うん. 
40     （2.4） 
41 カナ：なん［か 
42 母親：  ［どっかで買うしかない. 
43 カナ：桃やっている(.)知り合いいないの？      
44     （1.3） 
45 母親：桃はいないね．                
46     （4.6） 
47 カナ：なん-なんか O 村がさ：やめちゃったのがさ：返す返すも残念だよね，いろ 
48        いろ. 
49 母親：あ？ 
50     （1.0） 
51 カナ：なんか O 村のおじちゃんとかおばちゃんがさ：：， 
52 母親：うん：. 
53 カナ：あの：：(.)あれ やめちゃったの返す返すも残念だよね. 
54     （1.4） 
55 母親：お婆ちゃん亡くなっちゃったじゃん.= 
56 カナ：=゜（heh）゜¥それ <分かってるけど.>¥ 
57 母親：hehheh［heh 
58 カナ：    ［heh 






62     （1.0） 
63       ゜（まあね）゜(.)しょうがないよ. 
64 カナ：ha：：いろいろと家に(.)家にとっては.hh 
65 母親：゜（まあね.）゜ 
66     （4.9） 
67 カナ：゜（ふ：：ん,あ そう）゜ 
68     （2.0） 
69 カナ：じゃあ, まあ 分かっ［たわ．      








01 母親： はい もしもし::.= 
02 ホシノ：=はいはい.（.）俺俺. 
03     （0.7） 
04 母親:  うん.= 
05 ホシノ：=あのさ 今度さ：（.）買い物[行く時にさ：， 
06 母親：                [うん.    
07     （0.4） 
08 母親： [うん. 
09  ホシノ：[あの: >あのあめ-あめちゃん買ってきてほしんだけど<=   
10        =あの：： >サクマ[式ドロップスみたいなやつ. <      
11 母親：             [あ- 




13  母親：  え？          
14  ホシノ：>サクマ式ドロップスみたいなやつあるじゃん.<=           
15 母親：  =>うんんんんん.< 
16 ホシノ：あれ買ってきてほしいんだけど. 
17       （0.6） 










表 1 会話参加者の関係 























01 ウエノ：え？マリリン 今 家？ ｟マリリンはマシマのあだ名｠ 






05       （0.7） 
06 ウエノ：いや [ごめん なんか全然明日でもよかったんだけど：（0.7）[ちょっと                                    
07 マシマ：    [うん.                       [うん. 
08 ウエノ：(.)なんか確認したいことがあって， 
09       （0.7） 
10 マシマ：うん.= 
11 ウエノ：=なんか(.)明日↑ね（0.6）な[んかヤマダがさ：(.)全体 LINE でも(.)=          
12 マシマ：              [うん. 
13  ウエノ：=言ってたじゃん？ 
14 マシマ：あ：うんうん.=       
15 ウエノ：=そうそうそう. 
16       （1.2）      
17 ウエノ：. hh なんか(.)で（0.9）うちに｟（0.5）ウエノの電話が鳴り始める｠  
18        多分-（3.8）｟発話を中断して電話を切る｠ 
19        >うちに泊まることになると思うんだけど：.<     
20       （0.5） 
21 マシマ：あ：うんうん.                 
22         (1.2)       
23  ウエノ：s それで：（0.3）でも俺明日 Y 市帰るのね.     
24         （1.0） 
25  マシマ：うん. hhh.[(.)hehhehhehhehheh                     
26 ウエノ：       [hehhehhehheh(.)hehhehheh  
27 ウエノ：¥そう,だからあいつに(.)鍵-ブルズ終わった後に：¥ 
28        （0.8） 
29 マシマ：゜（うん[うん.）゜ 
30 ウエノ：       [あいつに鍵を渡し↑て, 
31       （1.0）           
32 マシマ：ああ.=        




34 マシマ：        [別にいいよ. わか- >ふんふんふ[んうんうんうん.< 
35 ウエノ：                         [゜(s::)゜ 
36        ¥そうそうそう.¥ 
37 マシマ：゜（hehheh.h  hehheh.h ウケル）゜.= 
38 ウエノ：=で 俺-｟(2.8)携帯が鳴っている｠帰ってくるのが：：， 
39       （0.7） 
40 マシマ：うん.= 
41 ウエノ：=ま 日曜か月曜になるから：：，               
42        (0.5)                        
43 マシマ：う[ん. 
44 ウエノ： [俺､ヤマダがいつ帰んのか分か(h)ん(h)な(h)い(h)ん(h)だ 
45        (h)け(h)ど(h)：：=   
46 マシマ：=hh.[hehheh.    ｟爆笑｠       
47 ウエノ：   [hehhehheh. 
48        .hhh￥なんかもし<土曜:日>に帰るとかになったら：：，￥   
49       (0.7) 
50 マシマ：゜(うん.)゜ 
51 ウエノ：マリリンその：（0.3）土曜日とか（0.4）T 市いる？  
52       （1.5） 
53 マシマ：土曜はね：：午後に(.)<教育相：談>があるから：， 
54 ウエノ：うん. 
55        (1.3）   
56 マシマ：まあ：：（1.1）<10 時前：（0.5）か>[(.)a もう 8 時過ぎぐらいにヤマダ=          
57 ウエノ：                  ［うん. 
58 マシマ：=に会えれ(.)↓ば：：, 
59       （1.1） 
60 ウエノ：うんうんうん. 
61       （0.8） 






65       （0.8） 
66 ウエノ：゜（い）゜や なんか（2.5）うん(.)もし(.)かしたらお願いするかもしれ 










01  タク：あのさ：(.)あの：お願いしたいんだけどさ=   
02 シン：=うん. 
03 タク：あの, 
04     （0.4) 
05 シン：う［ん. 
06 タク：  ［何だかな. 
07        =僕：：あの：：：(.)その：成績優秀者にさ：(.)あのお土産買ったじゃん. 
08 シン：はい.             
09     （1.1) 
10 タク：やっぱり なんか(.)反応がイマイチだったんだよね.= 
11 タク：=だからこの（0.5)（だから)なん‐なんか上位何名(.)かの：その‐（0.6)なん 
12     か その(.)ことりっぷかなんかで京都とか大阪とかの そういうのも買って,   
13     ［渡して,そして, 




15     （0.7) 
16 タク：一年生 二年生合同で一緒に(.)［>（成績) 優秀者だけで<= 
17 シン：              ［うん. 
18 タク：=ご飯‐日本料理店に行ってご馳走するってことにしたいんだけど：<= 
19 シン：=［゜（すご：)゜ 
20 タク： ［たぶ：ん：, 
21 シン：そ：こまでやるの？ =おん［おんおん. 
22 タク：             ［やるやる, それぐらいやる.= 
23 シン：=はい. 
24 タク：うん. 




29 タク：=たぶんね,あの その（0.6)u-その：(.)すごいオタク君がね,その：：he.hhh 
30     (.)「君の名｣を(.)4 回見ているオタク君が(.)多分：［上位者になりそうなんで 
31     すよ. 
32 シン：                         ［hehehehe 
33 シン：hehehehe ほ(h)ほ(h)ほ[.hhh 
34 タク：            [うんふん.  
35       まあ おかしいでしょう.  =4 回も見に［行くぐらいから,それおかしいじゃん. 
36 シン：                  ［.hh          .hhh 
37 シン：［.hhh ああ でもいる‐. 





40      (0.3) 
41 タク：申し訳ないから：‐けど,(.)あの：(.)それは今(.) 僕は帰ってから(.)もう 
42     買えないかもしれないから，= 
43 シン：=う［んうん. 
44 タク：  ［もし(0.6)東京行くとか時間あったら：,= 
45 シン：=はい.= 
46 タク：映画館のところでさ, 
47     (0.5) 
48     あの：：, 
49 シン：パン［フレット？      
50 タク：   ［(hhhh)‐（0.3) 
51      パンフレット(.)[買ってくれる？              








01 アオキ：ちょっとさ, ミシマ君 お願いがあるんだけど：：，  
02  ミシマ：¥ 何ですか？¥       
03  アオキ：あの：<IC：レコーダー？>         
04      （0.5）                          
05  ミシマ：うん.= 
06  アオキ：=って持っている？          




08  ミシマ：持っているよ.                     
09      （0.6） 
10  アオキ：何個持っている？                   
11      （0.6） 
12  ミシマ：一個. 
13  アオキ：一個しか持っていないの？      
14      （0.7） 
15  ミシマ：<一個>だよ：：. 
16  アオキ：え：：なんか：(.)噂ではミシマ君(.)2  3 個持っているとかいう話だった 
17      けど. = 
18  ミシマ：=いや それはマツシタさんね hhh. 
19  アオキ：あ マツシタさん？ 
20  ミシマ：マ(h)ツ(h)シ(h)タ(h)サさんに 3 個持っている(h)よ. = 
21  アオキ：=マツシタさん 3 個持っているんだ. 
22  ミシマ：［ん. 
23  アオキ：［貸してくれるかな：？         
24      （0.8） 
25  ミシマ：あ：貸してくれると思うよ.= 
26  アオキ：=゜（あ そうなんだ）゜ 
27      （0.7） 
28  アオキ：で, まあミシマ君もその一個(.)一個でいいからさ：，= 
29      =IC レコーダ［ーさ：，                
30  ミシマ：       ［うん.                   
31      （0.6） 
32  アオキ：［貸して. 
33  ミシマ：［うん. 
34      （1.4）    










01 タベイ：<あとは：：>：何だったかな=       
02 タベイ：=あの：(.)何でしたっけ，  
03     （0.7）    
04 タベイ：<オウさんかアレックにどちらかにお願いしようかなと>思ったことがあるん 
05       ですけど, =                  
06 オウ： =うん．                   
07     （0.7） 
08 タベイ：あの，.hh(.)何でしたっけ，  
09     （0.6）   
10 タベイ：自分：あの その 卒論の調査した<書類とかも：［結構な量で：>，=            
11 オウ：                       ［うん. 
12 タベイ：=で,（0.5）A 県に送るか：， 
13 オウ：  うん.  
14 タベイ：>迷っているんです. < 
15 オウ： ［うん.                          
16 タベイ：［まあ >A 県に送っても,また引っ越しで T 市に送り返さなきゃだめ<で：， 
17 オウ：  ああ：=             
18 タベイ：=だから： 
19     （0.9）         
20 タベイ：何かそのオウさんか(h),ア(h)レッ(h)ク(h)さん(h) の： あのお宅に直接, 
21      （0.5）    




23 タベイ：［ダイレクトに送ってしまおう>かなってことも<ちょっと考えてて,［もし（ ） 
24 オウ：                                                      ［あん   
25       うん(.)［全然                             
26 タベイ：     ［大丈夫でしたら= 







01 コウ： 大学院研究室コウで：す.   
02  キムラ：あっキムラです：.= 
03  コウ： =は：い. 
04  キムラ：お疲れ様で［す. 
05  コウ：      ［お疲れ様です. 
06  キムラ：あの ちょっと一つお願いがありましてお電話したんですが：,= 
07  コウ： =はい：. 
08  キムラ：えっと 研究室の：(.)今大学研究室の：コピー機から：， 
09  コウ： うんうん. 
10        （0.2） 
11  キムラ：えっと 一つ書類が出［てくると思うんですけど， 
12  コウ：            ［あ：(.)今出ました. 
13  キムラ：ちょっとそれを：(.)確認していただいてもいいですか？  












01 祖母：うん：元気にしとる よかば：.           
02 ハル：うん、それで[さ，     
03 祖母：      [で‐ 
04 ハル：う[ん. 
05 祖母： [うん（.）[うん. 
06 ハル：      [あの ちょっと：（.）あの（0.3）米のなか (h)にゃ(h)あ(h)っ 
07       思って.                                                 
08 祖母：あ？ 
09       （0.4） 
10  ハル：〈お米のなかと.〉       
11       （0.6） 
12 祖母：あ： そうや.=       
13 ハル：=［うん.      
14 祖母： ［そういやぎ送ろうで.    
15 ハル：うん.                     
16 祖母：うんうん. 
17      （0.7） 
18 ハル：そ［う. 
19 祖母： ［すぐ送ったがよかね？   
20 ハル：<まあ：s そがんすぐじゃのう>してもよかばってん.                
21 祖母: あ：： 
22 ハル：うん. 
23       （0.5） 
24 祖母：どんくらいいると.       






28 ハル：いつも送いようぐらいの.      
29 祖母：あ： そいぎ、2 升ぐらい？   
30 ハル：うん. 
31     （0.5） 
32 祖母：2 升ぐらいでよか？   
33 ハル：うん、それでよか. 
34 祖母：゜（あ、じゃ‐）゜そい- そいの他は？    
35 ハル：うん：： 他はよかかな：.         
36      （0.6） 
37 祖母：何じゃい、欲しかとのあるぎ言わんばたい.  
38 ハル：うん. 




43        お米の（.）あるぎ［よか=            
44 祖母：           ［おこ‐うん、米のあるぎよかね？ 




















している。カホが 6 日のシフトに入れるのを聞いた後、以下の会話を開始し、6 日の各シ
フトの時間割りとその仕事内容について説明し、カホにどれかに入るよう依頼しようとし
ている。｠ 




2:30～3:50  彫塑のワークショップ 
7:00     徹収作業 
 
01 ケン：=じゃ,6 日::（0.5）[なんやけど. 
02 カホ：         [6 日は- 
03 カホ：うん,6 日は：（.）する.=じゃ,行けるからできる. 
04    （0.6） 
05 ケン：うん. じゃあ::（1.0）6 日のね：シフトが:= 
06 カホ：=うん 
07 ケン：シフトというか .h（1.3）うん,あの:: 10 時から::, 
08 カホ：うん. 
09 ケン：1↑時？ 
10 カホ：10 時から 1 時. うんうん,できる. 
11    （2.0）  
12 ケン：の（.）えっと，コマと： 





15  ケン：    [えっと=その,その後,えっと 1 時から[::， 
16  カホ：                                          [うん. 
17  ケン：2 時（.）20 分までがそのか（.）絵画の↑， 
18  カホ：うんうん. 
19  ケン：なんか（.）ワークショップみたいなのがあって：= 
20  カホ：=あ：あの「孔子を描こう」みたいな？. 
21  ケン：そうそう[そうそう. 
22  カホ：    [はい（.）はい. 
23  ケン：なんかその::（.）後の：, 
24  カホ：うん. 
25  ケン：えっと 2 時半から 3 時 50 分は::, 
26  カホ：うん. 
27  ケン：えっと,彫塑のワークショップがあるんだけど::= 
28  カホ：=あ:: 
29  ケン：まあ 一応名目上ここも（.）シフトを入れ（.）とくみたいに，=日本 
30     画も. 
31  カホ：あっ じゃ 一応午後全部入れるみたいな（.）感じなの°(かな）°？= 
32  ケン：=そうそう[そう. 
33  カホ：     [あ:::なるほ[ど. 
34  ケン：           [で,その（.）ワークショップが 3 時 50 分までで： 
35  カホ：うんうん. 
36       (1.0)  
37  ケン：え,で,間がちょっと<空いて>（0.4）で,7 時から:（0.5）えっと撤収作業が 




39  カホ：あ なるほど::. 
40      （1.1）   
41  ケン：うん（0.8）で：, 
42  カホ：うん,へい. 
43  ケン：その（.）じゃ,=カホちゃんはその中の（0.4）ど::れかを::. 
44  カホ：はいはい. 
45      （0.9） 
46  ケン：えっと：（.）そう,あの::（0.7）基本二人居ればいいらしいんやけど= 
47  カホ：=あっ そうなんだ. 
48  ケン：でも,撤収作業は人が多ければ多いほど=多分（.）いいと思うから:，      
49  カホ：うんうん. 
50  ケン：とりあえず撤収作業は, 
51  カホ：うん. 
52  ケン：カホちゃんも名前入れといていい？ 


















07    （1.0） 
08 ケン：お‐終わっているのは終わっているんだけど：.= 
09  カホ：=あっ,そうなんだ. 
10    （1.0） 
11  ケン：そうだ. =でもミキちゃんがこう（.）何？=全：（.）ほぼ全部<入ってい 
12        る> 
13  カホ：あ：：,じゃあ［交替してもらっても：，      
14  ケン：        ［から： 
15  カホ：いいけど：. 
16      （0.6） 
17  ケン：s：そう：ね= 
18 カホ：=うん：. なら一日居れるから一日交替しても（0.6）［いいですよ. 
19 ケン：                         ［あ そう？= 
20  カホ：=うん,金土出れない分. 
21       （1.3） 
22  ケン：>うんうんうん．<  
23    （1.5） 
24  カホ：うん． 
25  ケン：え：と：じゃあ：：（0.9）.h え（.）どうなんだろう（0.6） 
26      ミキちゃんが（.）その 2 時 20 分までしか<居れない（.）らしくて［：> 
27  カホ：                                                            ［はい 




29      （0.7） 
30  ケン：で その後、何なんだろう=バイトなのかな： 
31  カホ：あ：：［： 
32  ケン：   ［バ-（0.8）バイトだから=じゃ（0.5）ぎりぎりでバイト（0.9） 
33        行かせるより（．）ちょっと余裕あった方が,  
34      （0.7） 
35  カホ：あっ じゃそっち入［：るよ．        
36  ケン：          ［゜（いいのかな．）゜= 
37  カホ：=うんうん． 
38  ケン：じゃ、その １時から（0.4）2 時 20 分↓を：, =    
39  カホ：=うんうん． 
40      （0.9）           
41 ケン：えっと、じゃあ、<絵のワー（．）クショップ>， 
42  カホ：うんうん． 
43  ケン：じゃあ、ミキちゃんと, 
44  カホ：うん． 
45  ケン：交替：（．）［するか？ 
46  カホ：     ［うん.    













01  マオ：あの, お願いがあって↑さ::. .h［h      
02 母親：                  ［うん、［なんば？ 
03 マオ：                                     ［あの:: 
04       あれ 飛行機の：（. )優［待券なんかお［くってくれるって：  
05 母親：             ［うん     ［あ、送っ t‐     
06     （0.5) 
07 マオ：[ゆ- 
08 母親：[送っとら（h)ん（h)やっ（h)た（h)っけ. =            
09 マオ：=うん. ［来てない. 
10 母親：    ［あ、送っとらん. ごめん.［¥ 送る 送る 送る.¥      
11 マオ：                ［゜（そう)゜ 
12 マオ：だけん送って欲（h)し（h)く（h)て： ［hehe 電話した. 
13 母親：                   ［hehe うん. 
14 マオ：そ［‐ 
15 母親： ［あ、忘れとった. =［うん 
16 マオ：           ［うん：［か↑な：とは思ったんやけど：：.= 
17 母親：              ［いそ‐ いそ‐ 
18 母親：=うん.= 
19 マオ：=hehehe［he 
20 母親：    ［今、録お‐録音されよっと, これ. 
21 マオ：うん, そう. =だけど気にせずにしゃべっててください.［いつも通りで hehehe 
22 母親：                           ［（う、 言うけど,う 




24 母親：un いそ‐忙しかとさい.（.）［ hehehe he  
25 マオ：             ［hehe hehe he   
26 母親：［ばってん忙しかとさい.   
27 マオ：［hehe he いや hehe he 
28 マオ：ちょ［っとわざとらしいな （.）he he あ：： 
29 母親：  ［hehe hehe he hehe he hehe he hehe he  
30 母親：なんばしよっと. 
31 マオ：［hehe  
32 母親：［hehe hehe he 
33 マオ：そう： うん= 
34 母親：=あ、もちろん、送る、送る.= 
35 マオ：=［<お願いします>. 










01 ユイ：e:あの：：（0.8）゜（え）゜っと お願いがあって：=あの：： 
02    （0.6） 
03 ユイ：明[日、実習なんですけど： 




05    （0.5） 
06  レン：うん.= 
07  ユイ：=>それで<あの：hh.（0.6）何だっけ？=あの：<マッ（.）ク>あ 
08      の：                  
09     （1.7） 
10 ユイ：[繋げる？ 
11 レン：[あ、アダプター？>（アダプターじゃない）<，ケーブル？= 
12 レン：=<ケー：ブ[ル：>  ，あの‐ 
13 ユイ：     [゜（  ケーブル？）゜ 
14     （0.6） 
15 レン：[（コネ- （.）コネクターでしょ？）あの：：= 
16 ユイ：[゜（じゃあ：：：：）゜ 
17 ユイ：=パワ[ポ：-       
18 レン：   [>なるほど.<   
19     （0.5） 
20 レン：[うん： >いいよいいよ.<         
21  ユイ：[<パワポ見せるやつを借りたいんですけど：. >    
22     （0.6） 
23 レン：うん： 勝手に持って行っていいよ.=机の上に乗っかってるから.  
24     （0.5） 
25 レン：＃↑あ：[：＃ いや‐        [(も‐､ そっか､ 持‐    ) 
26 ユイ：    [>それが、さっきなんか [（.）ちらっと見たらなかったです 
27      よね.<               
28     （0.5） 




30      うっか(h)り(h) [：. 
31 ユイ：        [あ：. 
32     （0.5） 
33 ユイ：あ、あし[た  
34 レン：    [あし‐ 
35     （0.4） 
36 ユイ：¥来ます？¥ 
37     （0.7） 
38 レン：¥明日ね ごめ(h)ん(h).俺：ちょっと：：（.）あの、非常勤の仕事 
39        入っちゃっ[てるんだよ. 
40  ユイ：      [あ： 




45     （0.6） 
46 レン：う：ん：.= 
47 ユイ：=゜（はい）゜[他（.）他当たれるので. 
48 レン：       [（あ：そっかそっか） 
49     （0.6） 
50 レン：う：ん,すまんすまん.（.）゜（ごめん）゜ちゃ、ごめんちゃ.（.）うん： 
51     （1.0） 
52 レン：あ：：しまったな：.= 
53 レン：=え：で,もう, >それで大丈夫なの？<   




55 ユイ：あ：\それだけです：.\  
56    （0.5） 
57 レン：あ，[>そうなんですか？は(h)い(h)は(h)い.< 









01 ナオキ：でさ：： (.)ちょうどよかったあの：：（1.6）けんきゅう：：–あ(.)え 
02      リンさんのさ–研究ってさ：, 同じ：けん–協力者に：,（0.6）［そのなんか= 
03 リン：                               ［はいはい．               
04 ナオキ：=定期的に：,あの<データ：： (.)を>とってもらってるんだよね<． 
05 リン：  そうですね．          
06 ナオキ：それってリンさんそこに行くの？=とる時は． 
07        （0.8） 
08 ナオキ：>それかもう完全に任せてる<？ 
09        （1.1） 
10 リン：  あ(.)いくいく=                                      
11 ナオキ：=あ：いく= 
12 リン：  =>そうそうそう<= 
13 ナオキ：=次いつ(.)とるの？                                   
14        （1.5） 
15  リン：  私 終わった．.h［hhh          




17 リン：                ［hhh は(h)い hhhh． 
18 ナオキ：あ：そうかそうか． 
19 リン：  そう． 
20        （0.5） 
21 ナオキ：え？もう–もうじゃデータ取らない？                          
22        （0.4） 
23 ナオキ：まったく．                                         
24 リン：  そ［うですね：．          
25 ナオキ： ［全部で何個データあるの．  
26        （1.1） 
27 リン：  全部：>今まで十回とった<． 
28 ナオキ：あ 
29 リン：  十［回°のデータ= 
30 ナオキ： ［そ          
31 ナオキ：=°あ：そうなんだ°． 
32 ナオキ：あ： >°もう取らないか°<いや<もしと［るん- 
33 リン：                     ［前学期から°はじめています° 
34 ナオキ：°あ：そうなんだ°． 
35 リン：  はい． 
36 ナオキ：>そうかそうか<．いやもし（1.0）あの：：（1.1）なんだ． 
37       （1.8） 
38 ナオキ：もう一回データとるんだったら,その時に俺の：(.)その–なんか–俺の： 
39       （0.8）え：と>データも一緒に取らせてもらおうかな<と思ったんだけど： 
40        >もう終わったんだったらえ［え hhh< 









44 ナオキ：［［そのデータ–十回の中で，   
45 リン： ［［はい． 
46 リン：  はい． 
47 ナオキ：なんか>中断とか起こってただれかが入ってきたり<とか：，         
48       （0.5） 
49 リン：  あるある．                                    
50 ナオキ：ある？ 
51 リン：  そうそうそ［う．  
52 ナオキ：     ［それ‐ 
53 リン：  その時は談話室で：， 
54 ナオキ：うん． 
55 リン：  え：とときどき：知らない人が：， 
56 ナオキ：うん． 
57 リン：  談話室にはいって–なんか（0.6）え：と， 
58 リン： 荷物とか取る–とった［ことがあっ［て：: 
59 ナオキ：          ［うん．   ［それ：: 
60 リン： それは中断かな． 
61 ナオキ：うん．それ：：あのさ：（0.7）それさ：，あの：：（1.7）その：：え：：と 
62     >協力してくれた人たちにもちろん<頼むけど：：，  
63 リン： ［はい． 
64 ナオキ：［>使わせてもらっていい<？データ．使えるところがあったら．     
65       （0.7） 
66 ナオキ：一緒に(.)あの：その中断のところ見たいんだけど：： 
67     （0.8） 












01 サキ：後ね：もう一つ忘れないうちの用件なんだけ↓ど：： ， 
02 母親：うん.   
03 サキ：ね,そ n- あの：何って言うの↑メデルコとか：（.）［<メディーコ> か， 
04 母親：                         ［うん  
05 母親：うん.   
06 サキ：（ああいう）ところで もしほら（.）おや-（.）あの：安売りの時があった 
07     ら：， 
08     （0.5） 
09 サキ：［ね↑？                 
10 母親：［うん 
11 母親：う[ん. 
12 サキ：  [<風邪薬とか(h)（0.5）¥買っといて欲しいんですけど>¥= 
13      =で、そのうちに船便で送っていただきたいんですが  
14 母親：だからその：（.）なん- 何がいいか分かん[（ない） 
15 サキ：                  [あのね：もう何でもいい：：.    
16     （0.3）色々試（.）して（0.4）みないと： 














28 母親：喉ってどういうこ［と？                 
29 サキ :       ［まあ 
30 サキ：うん：： 喉はいいけど（.）風邪薬. 
31 母親：風邪薬ね［、とにかくね. 
32 サキ： ［うん. 
33 サキ： うん、まあ なんか（0.4）色々（0.4）取り合わせて（.）安いのでい 
34        いけど： .  










02    （1.1） 
03 アヤ：ちょっとルリちゃんにさ：聞きたいことがあるから 換わってくんない？ 
04 母親：はい どうぞ. 
05    （0.7） 
06 ルリ：何？ 
07 アヤ：あんた そういえばさ：ほら（.）ヒカリちゃんの店で買ったコンタクトさ： 
08    来た？ 
09 ルリ：来たよ. 
10    （1.1） 
11 アヤ：ヒカリちゃんから電話あった？ 




13 ルリ：゜（うん）゜ヒカリちゃんからじゃないけど 電話（0.6）あったよ. 
14 アヤ：違う人？ 
15 ルリ：違う人. 
16    （1.4） 
17 アヤ：あ そう. =え？で 何？郵送されたの？それとも あんた取りに行っ 
18    たの？ 
19 ルリ：取りに行ったよ. 
20 アヤ：ふ：ん： そうなんだ. =でも  結構 i-（.）あれ（.）安く買えた 
21    わけでしょう？ 
22    （1.0） 
23 ルリ：うん. 
24    （2.5） 
25 アヤ：¥ 感謝しないとね.¥  
26    （0.8） 
27 母親：hehhehheh. 
28    （1.0） 
29 アヤ：¥ あたしに.hh¥  
30 母親：hehhehhehheh. 
31    （0.7） 
32 母親：¥ それが言いたくて¥  
33 アヤ：いや そうじゃなくて：= 
34    =ところでさ： 私もアイシティで買ったじゃん. 
35    （1.9） 





38 母親：=<バ(h)カ(h)>じゃない？（0.6）今頃気づく.   
39    （2.7） 
40 アヤ：でさ：あ‐そのさ：， 
41    （0.6） 
42 アヤ：私 なんかあの（.）お米がそろそろ切れちゃってさ：. 
43    （3.5）        
44 アヤ：もしもし？（0.6） 
45 母親：はい.        
46    （0.9） 
47 アヤ：お米が切れちゃってさ：. 
48 母親：゜（うん）゜(.) 買ってくれ↑ば？ 
49    （1.0） 
50 母親：そんなこと(.)大変だよ．=あの（0.6）あの送ったらその重さだから 
51    >ものすごくお金かかるから< 買った方がいいよ.    
52    （0.8） 
53 アヤ：あ そう↑：？            
54 母親：うん：． 
55    （0.6） 
56 母親：重いからさ-（0.6）あんたか- (.)も(.)持ちに来るならいいけど. 
57 アヤ：＃え＃ ¥ <それは(h)嫌でしょう？>¥ = 
58 母親：=hehhehheh.=  
59 アヤ：=.hh だったら絶対買うよね？ hehehe. =              
60 母親：=うん：：.                
61 母親：だって （.）もし送るとしたら相当：その：（.）お米ってほらも-（.） 






65    （1.6） 
66 アヤ：まあ なんかお米送ってくれるんなら ついでにそのコンタクトも入れ 
67    て送ってって言おうと思ったん［だけど． 
68 母親：                         ［i：いやいやいやいや． 
69    （5.5）          
70 アヤ：゜（あ そう）゜ 
71 母親：゜（うん：）゜ 
72    （6.2） 
73 アヤ：゜（<分かった>）゜ 
74    （4.0） 
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